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【実況・解析結果・考察】 

太平洋高気圧が本州付近を覆っています。 

各地で気温が上昇しました。 

500hpa 面で高気圧の中心が東海沖にあって西日本から東日本を覆っています。 

これに対応して本州付近では負渦度領域が広がっています。 

南西諸島と北海道では高気圧の縁に位置していることからあたたかい湿った空気が流れこんで雨の降りやすい天気に

なっています。 

エマグラムでは、秋田や館野で逆転層がわずかに確認できますが、他の地点では逆転層は確認できません。 

 

今日は夕刻に出雲崎町のライブカメラの画面上に水蒸気層の形成が確認できたことから、 

急遽移動運用を実施して 9～0 エリア間のオープンを確認しました。 

ダクトは今朝から発生していた模様です。 

 

北陸地方周辺では高気圧の中心付近に近く、上空に乾燥空気が流れこんでことによってダクト発生条件がそろいやす

くなったと判断します。 

一方、関東付近でダクトの発生を予想していましたが、結果的に上空に乾燥空気が流れ込まなかったことによってダ

クトの形成に至らなかったと判断します。 

 

【オープン情報】 

 

ダクト発生による９～７エリア間オープンが確認されました。 

15:15 JO7IZC(秋田県にかほ市)-JA9MGH(富山県高岡市) RS55-59 

18:32 JA9MGH(富山県高岡市)  -JG0TEV/0(新潟県長岡市) RS59-59 

18:35 JA9MGH(富山県高岡市)  -JG0TEV/0(新潟県長岡市) RS59-53 

      ※JG0TEV/0 ハンディ C501+280mW+ﾛｯﾄﾞｱﾝﾃﾅ 

水蒸気層 



----------------------------------------------------------------------------------------------------- 

［ASAS］ アジア地上解析図 



［AUPA20］ アジア太平洋 200hpa 高度・気温・風・圏界面 

［AUPQ35］ アジア 500hpa 300hpa 解析図 

［AUPQ78］ アジア 850hpa 700hpa 解析図 

［AXFE578］ 極東 850hpa 気温・風/700hpa 上昇流/500hpa 高度・渦度 







 



[雲画像解析情報図] 

 

 

 

[エマグラム など] 









 


